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• 特にま意していただきたいことほをのために必ずあ守りください) 


この取巧説明»および製品への表示では、製品をを全に正し <お使いいただま、おなたや化の人々へのを害やな産への 
損害をホがに助化するために、いろいろな絵表おをしています。その表示と意味は巧のよろになっています。巧容 
をよ<理解してか5本文をお読み<ださい。 

皆と このまおを無視して、誤った取0巧いをすると、人が巧じ、重傷を負う巧能性、または义がの 
パ A 目*=1可能性が想定される巧容を示しています。 

んみを この表示を巧視して、誤った取 D 巧いをすると、人がお害を負ラ可能性や物的損さの発をが想 
/ lA / X . 定される巧容を示しています。 


絵表おの例 A 么記号はを意を促す內容がちることを告げるをのです。 


A 



を 


図の中に具体的なミ主意の容(左図の場合は一般のなミま意)がおかれています。 

〇記号は禁止の巧為であることを告げるちのです。 

図のやや近傍に具体のな禁止内容(左図の場合はガソリン禁止)び描かれています。 

〇記号は巧為を指をする巧容ををげるちのです。 

図の中に具体的な指示内容(左図の巧合は空源プラグをコンセントか6巧いて < ださい)が描か 
れています。 



(WARNING) 


•ガソリン厳禁 

ガソ U ンなど揮発性の富い;'由は、 
お巧に使巧しないで < ださい。 
义がの原因にな D ます。 




♦巧類の乾燥厳禁 

巧巧などのを燥には使用しな 
いで <ださい。 

巧類が落下して火がつま、义 
がの原因にな0ます。 


帮& 


♦スプレー吿厳禁 

スプレー宙やカセット 
こんろ巧ボンベなどを 
お風のあたるところに 
放置しないで<ださい。 
巧で生の圧力が上が0、 
巧発してをおです。 
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•給排気筒（管、ホース）がれ危険 

給が気简(管、ホース)びかれ 
たまま使用しないでください 。 Jsit / 
外れていると運括中におガス I 

が室内にをれて、危巧です。 ^ 


のむ厄巧 

10 
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•温風吹出□をふさびない 

衣類、紙などで温風吹出□や 
空気取入□をふさがないでく 
ださい。 

衣類、おなどでふさ< と、义 
災の原因にな0ます。 


•低温やけどに注意 

長時間巧巧の同じ場所に 
おれないで < ださい。 

比較的あい温度でちほ湿/な^ 
やけどやおか症がの原因 
とな0ます。 
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•給 Sf 気筒トップ閱そく危険 

墳重がをいときには、給巧気茵トップの周0が雪でふさがれていないことを 
度認して<ださい。ふさがれているとまは、除雪して<ださい。 

また、巧などによる I ■雪国い J はお拼気の巧げになるのでおやめ<ださい。 
閉そ< していると運乾中にがガスが室巧にちれて、危険です。 

•給排気筒トップには金網などは付けない 

給排気筒トツプには、まよけのための金網などは付けないで<ださい。 

給拼気の巧げになり、異常燃焼を起こしがガスが室巧に漏れる可能性 
が友 D を巧です。 



•定期点おの実施 

定期的 （2 年に1回程を）に点巧- 
胃を受けてください。点巧を受け 
ずに長期間な曲し続けると、巧障や 
まぶの原因になり危巧です。点:検 • 
麵まおミい求めの備巧者 
のいる店に巧頼してください。 


S 磯 



•ご自身での据付け-移設工事の厳禁 

おぎさまご自身によるエまは危 
おです。据付け工事は放売店や が亦 
郭難にな願ください。 iX 1 
な 卜-ブを移齡せる 
場合を同じです。） 













1 .特にを意していただきたいこと（巧全のために化ずお巧〇< たさし)) 


A ミ主意に AimoN) 


♦カーテン、巧燃物近接禁止 

力ーテンや燃えやすいちのぞ近づけないで<ださい。 

义災が発をするおそれがあ0ます。可燃物との離隔距離については 
標準おえ巧け因例 （30 ページ）を参照して<ださい。_ 

♦給油賊肖义 

給油は、がず消义してからおこなつて<ださい。 

义災のおそれびあ0ます。 


圖 


I# 0 


がださぃ。_ 


ACrbCgjn れを 

V /口/廊ィ口拉 稚認 

油タンク.ゴム製送ミ由管.接合部および機器などからのな油漏れがないことゴム製送油管， 

を確認の上ご使巧<ださい。の油が漏れていると火災のおそれがあ0ます。 



•異常時使巧禁止 

方 一 異常を感じたときは使用しないでください。 (ツ Jsc \ 

異常燃焼のおそれがあ0ます。 _ __ I 〜一 -, 

♦温風に直接あた5ない 

温風に直接長時間おたらないで<ださい。 

ほ温やけどや说水を状になるおそれがあります。__ __ 

•高温部福禁止 

燃焼やや消义直をは、高通部、給排気筒、給が気筒トップ、巧上部に手などふれないでください。 
やけどのおそれがちります。__ _ ... ___ 

♦やかんのだ禁止 

やかんなどをのせないで< ださい。 

振動や接郎によってやかんの熱湯がこぼれ、やけどのおそれがあります。_ \ gp I 

•分解修理の禁止 

お:障、破損したら、使用しないで<ださい。 

不完全な修理は、危换です。____ _ 

もり、物をのせないで 

機器の上にのった0、腰をかけた0しないで<ださい。機器のが障や、 

やけどのおそれがあ D ます。機器の上に花びんや水を入れたちのなど 

を置かないで<ださい。水がかかると漏電やが障のおそれびあ0 ます。 __ 

♦改造使用の禁止 

な造して使巧しないで<ださい。 

また、ストーブや給排気简には巧暖房巧の熱交換器などを取0付けないで<ださい。 

义災や排ガスが室巧にをれる原因となり危険です。_ _ 

•電源コードを傷めない . つ 

電源コードに無理な力を加えた0、物をのせた0しないで<ださい。 

また、電源プラグを巧<ときは、コードを持って引まなかないでください。 

义おや感電の原因になります。__; … . ― 

♦電源プラグは確実に差しこむ | rV/(i 

電源プラグはコンセントに根元まで確実に差しこんで< ださい。 ，/.^ 

また、傷んだプラグやゆるんだコンセントは使用しないで<ださい。义がの原因 尹 

にな0ます。めれた手での巧き害しはしないで<ださい。感電の原因にな0ます。 ク 
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ま意に AUnON) 


♦長期間使用しないときは電源ブラグを抜く 

長期間使巧しないとき又は保营するとさは、必ず電源プラグをコンセントから巧いて < ださい。 
义災や予想しないを巧の原因とな D ます。 

•電源プラグのお手入れをずる " 

とまどきは里おプラグを巧き、ほこ0及び金属物を除去して<ださい。 

ほこ0びたまると湿気などで絶緑不良にな0乂災の原因にな0ます。 

•'口油の保管 

巧油は、义気、雨水、ごみ、离湿および直が日光を避けた場所に巧管してください。ガソリン 
などといつしよに保管しないで<ださい。 

誤つて使用すると異常統焼や火巧のおそれびち0ます。 

•変質な油禁止 ~ 

変質な油、不純な油（巧れた'灯油、水の混じつている灯油など)を使用しな U で<ださい。 

異常燃巧のおそれびあ0ます。 

•シスターンの水位に注意 

据巧水は少しずつ蒸黄します。 し 

1ヶ月に1回程度は、シスターンタンクの水位び規定水位にあること 

をお認し、不足している場合は補巧液を巧おしてください。 水 

上限水位な上は、入れないよラま意して<ださい。 

(床暖パネルを接続しない場合は、循環水は不要です。） 

♦カーぺツトのはがれにま意 ■ 。こ [ 

力一ぺジトがずれた0め<れたまま使用しないで<ださい。 t 

床パネルに直接触れるとやけどのおそれがあ0ます。 — 
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•循環液（循罵水-不康液）の保管にを意 一- n L_1 

幼児の手の届かない巧にな管して<ださい。 ^ 

万一、巧んだ場合には吐かせて、医師の診断を受けて< ださい。 

•給排気筒ィ寸近の可燃物近接禁正 言!— 

給锐気筒トップのお< に、な油や可燃物など引火のおそれのあるちの pit A 

を S かないで<ださい。火災のおそれがち D ます。 ^ 

♦指や揮を入れないで — ■ 

遍風吹巧□や空気取乂れ口などに指や異物を乂れないで<ださい。 

ケガや火災の原因にな0ます。 

•ネ刀めてお使いになるときのを意 - 

巧めてお使いになるとまは、麻熱塗供などが焼きがくまで巧と臭いび化ます。しば百くの風、 
窓をちけて部屋の換気をおこなって<ださい。 

また、ル烏やル動物などに影害する場合がきえ5れますので、この輒ま部屋に入れないでく 
ださい。 


ぶ 
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1 •特にを意していただまたいこと(を全のために必ずお守りください) 


' お願い （NOT に E ) 、 

•機器を廃棄ずるときの注意 

ストーブを廃棄処分するとまは、を油面器のな油を 
なまとって<ださい。に2ページ） 

巧なを入ったまま廃棄するとリヴイクルの際に思ね 
め事巧になるおそれがあ0ます。 

V _… 

♦•灯油の廃棄 

巧油の廃棄処分は、巧油をお買い求めになつた販売 
店にご相談 <ださい。 
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2.使用する場所 



効果のに使用するために 



•を気の入って < る方向、例えば窓側などに置 < と、冷気が 
ストーブで暖め5れて巧流しますので、効果的です。 


巧入口など人の巧るところは、ぶつかると危ちですので 


参部屋の保温を工夫し、部屋の温度の調節をむがけましよろ。 


■ 













上面ガード 



上面板 


とつて 


き示部 


前あ 
調節脚 
置台 


ルームヴーモ 


運おスイッチ 


操作部 
(才ープンポケット) 

を油面器リセットレパー 


闘 



巧流用を風機（内部文 
フアンガード 
を全ヴーモスタット（巧献 
本巧固定金具 
燃が用送風機（内部） 

拾排気筒 
水平器 
給気ホース 
ゴム管 □ 

電源コード 

排気管巧け 
檢知用 U - ド線 


熱交サーモ（巧部） 


エアー抜さバルブ(内部〉 

アクチユエータ（巧部） 
( U ニアダンパー） 

か位計 


本体固定を具 


調節脚 

湿か往さ □ 
( A - B 回樹 

温か戻〇口 
( A . B 回路〉 



熱交換器（内部） 

給水 □ 

スケル 

燃焼 I 」ング(内部） 
シスターシタンク 
循環ポンプ 
微風フアン 

サポートヒータ 
点义ヒータ 
ポットサーミスタ（巧部) 
点义ネット(内部） 

ノズル（内部）一 


燃焼筒ふた 
燃焼筒ふた巧そ 


反射板 
ブ I 」ント配線板 
フレーム□ッド 
ポットバーナ 


機巧サ ー S スタ 
(内部〉 
を油面器 
巧霞き動消义 装置 
(巧部） 


畢礎ポシブ 
送油管 


構造図 
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■運転停止中は節電のため、表示はすべて消'なします。 _ 

参現巧時刻を確認したい時は、操作部の押しボタンスイッチのいずれかを巧してください。1分間、現を時刻を表示します。 
•タイマー運転中は節電のため、表示がすべて暗くな0ます。 

参ヴポートヒータ運転中及び微風フアン r 単独 J 運乾やは、ストーブ消火後ち表示は消灯しません。 

■ r 音靑お知5せ J の巧容 

参通常の運乾操イ乍（「点火」イ消义」•「タイマーセット J) をおこなろとま、文字と同時に音声 （r 点义します J’r 消义し 
ますい r タイマーセツトしました J) で操作げ態をお知5せします。 


た点乂表巧《瓣 




床暖房運転時に点灯します。 
温；！ K 化□通度を表示します。 


鑛骇赚巧激藏，清):--谭夕';- 


床暖房運お時に点巧します。 

巧ミ置調節ボタンで設定した床温を表 
示します。 

ちか53個百のランプが点のしたと 
さは適温設定にな0ます。 


燃娩表示(赤) 






ストーブ単巧運転中に、ヴ 
ポートヒータスイッチを 
「入 J またはホ暖切換スイ 
ッチを「ストーブ • 床暖 
房 J にしたとま、文は消乂 
冷却中に再度運括スイッチ 
を「入 J にしたとき点むし、 
一時的に消火します。 

燃焼室がを却すると消灯し 
点义動作を始めます。 




.運起スイッチを巧して f 切 J (1) 
にすると点口し消义します。 

• 燃焼室が冷却すると消なします。 


を囊を.をでブ消夕綾眾煩^ .巧;: 


’セーブ運捉やに室温が設をミ豆度より 
約3で上昇すると点巧し消义します。 

• 室温が設定温商こまで下がると消の 
し点义動作を始めます。_ 

蹲痛辕觸證表ぉ(寄):.;';'.''.,'醉 

-室温設定ボタンで設定した室温を 
デジタル表示します。 

•ストーブにトラブルが発生すると、 
トラブルの状態ぴ記号表示（モニ 
夕ーヴイン）されます。 


Vd に E.K 旧 ARA 6Y€ L | 

處祉違 量つ 驟百可 を¢1 i 
F 瞬 ！义中 をーブ消火や 

轰宗窝 1 に ML ます！ 簿是蕾 11 


設定床湿 


美みがぞう奉を {驚け;熬祭鑛 


■ タイマー運窗中は点なします。 

‘タイマー運お停止中は消打します。 


'然振旬段ピで$纖きがず《靜 


EasHBia 




• 通常は現在時刻を表示します。 

• タイマー運お時はタイマーセット時 
刻を表示します。 

(タイマー運乾時は時刻表示びお< な 
0ますが異常ではあ0ません。） 


hniiiilMlIfflrIII mm iWWTli^nriiriTrfl Tiln 1 广 11 而而 fffl 





巧す （ Jt ) と運転（点火）します。 
をろ一度巧す（止）と消义します。 




セーブ運乾やは点灯し、お除すると消 
灯します。 

室温設定を10で （ F 点設定)にすると 
自動的にセーブ運転にな0点なします。 




微風運を中は点口します。 

測夏運巧惇止中は消灯します。 




















































■オープンポケットの開閉 

•オープンポケットを授く巧しこむと、ゆつく0化てまます。操作を程くがしちどすとロックして止ま0ます。 



■操作音について 

•操作ボタンを巧すとピッと音がします。 
•誤操作をするとピッ音が2回します。 


■表示部の明るさ調節 

•時計調節スイツチを[通を J に合わせて r 時ボタン J を巧しなが5「巧ポタン J を巧すことによ0、表お部の明るさ 
を2段階に調節することびでまます。（このとまピツ音が2回しますび、誤操作ではあ0ません。） 

■ r 音黄お巧6せ J の消音方法 

•時計調節スイツチを「通常 J に合わせて[時ボタン J ぞ押しながら「セーブ運転ボタン J を巧すことによ0、（"音を 
お知5せ J を消音することができます。 

(このとまピツ音が2回しますが、誤操作ではお D ません。） 




[■ストーブ巧願 J 巧おと r ストーブを独 J 逐お 
ぞ切 D かネます。 




巧水お□通度を 27~7 D むの巧苗に設定します。 

♦ 「ほ」…1回押すたびに設定淀度を6で下げる。 

• r 巧 J …1回押すたびにお定お巧を6で上げる。 




「時か合せ J …現在時刻を合わせるとまに 
r 麻か合せ」位置にします。 
r タイマー合せ J …タイマーセット時刻を合 
わせるとぎ r タイマー合せ J 化置にします。 

r 通巧 J …現在時刻やタイマーセット時刻を 
をわせた5、适巧巧用中は、「通巧 J におず 
ちどして < ださい。 


义力巧面つまみを r 巧み J か 
6 r 大 J の商で曲かし火* *を 
リニアにを»巧節します。 
火力满拓つまみを r 自動 J に 
合わせるとルームヴーモによ 
る自®巧巧（ま通巧定ポタシ 
でま巧を設を）がでまます。 





切 


サポ- 


誇わた•《タスイ令す、 


- FAJ にすると巧巧します。 
•「切 J にすると巧止します。 


サボートヒータの役目 


• ヴポートヒータは S おヒータです。 

• 含先やか□など少し肌寒いと麽じるく百いの 
季@5にストーブを51巧しないで巧ほ房 g 巧び 
マきます. 

•ストーブ巧巧房+ヴポートヒータで床巧巧お 
力をアップでまます。 



手動义力詞節 
巧みかや 大 

111111 - 111111 * 




sfe 苦--^牌"^ 


we 拘巧 jj^iS gr'gas aaiSB ffiBaatg I 


時刻の r 時」を合わせるときに巧います。 




時刻の[巧 J を合わせるときに巧います。 
時計調節スイッチの巧 S によ0、1回の 
巧しの進み方が興なります。 
r 時か合せ J …1せずつ巧ね D ます。 
「タイマーをせ J …5分ずつを右ります。 


繫 mm 


义力巧節ごまみを r 自巧」にすると 
ルームサーモによるま通巧ち〔29〜 

15で、10で （ F 巧巧を)）びできます。 
r 亩め J …巧定通 S を1たずつ上を 
r ほめ J …設を活度を 1 C ずつせ下 




1回巧すとセープ運転。室通が巧定法巧よ 
0— を通度上异するとミ肖义し、一ま湿ち巧 
下すると自®的に点火曲作に乂〇ます。 

巧度巧すと、セーブ運巧は巧除されます。 




. ' ぃ' 〜、.、い .. 、。、 . 、. —_■、、、- ' 、ぞ.… ン、- レ'一己； 

’ r まか」…ストープ巧転と巧面して、巧曲 ui 巧を巧始します。 
- r を3虫」…ストーブ是巧に巧巧なくが面 s をを曲始します。 
•[刚•••誠 s 巧を停止します。 


タイマー这お 

还巧スイッチ（または、サポートヒータスイッチ）ぞじし！にし、 
タイマーセットポタンを巧すことによ0、タイマー表示がなの、持 
刻表示にタイマーセット時刻がおなして表示され、タイマー a ちげ 
巧始されます。 

(タイマー表示が点なしなければタイマー适拓は賊あされません。） 
セット時刻になると、タイマー巧示が消巧し現巧時刻がを示されて 
自助が)に法ちび曲始されます。 

タイ巧の»な 

タイマー宙巧中にを5—度、タイマーセットボタンを押すとタイマ 
一里巧が解なされます。 

























































燃料はおずな油 （ J 旧1号な油）を使用して<ださい。 

参ガソリシなど揮発惟の高い巧は、义災の原因にな 0 ますので絶巧に使用し 
ないで < ださい。 

巧貿巧油、巧れたな油、ホ : のおじっている阿巧などは、おがに使用しない 
で < ださい。 

•IA 洋意 1' なミ由は、化ず义気 • 雨化 • ごみ • 高お及び、直が日光をおけた場巧に巧营 
して < ださい。 



■ 


給油 


■給油の際の手順とま意 




•を油バルブを蘭じて給油□みたをはずし市販の給ミホ器具で口油を給油してください C 
油量計の針が「満 J をさした5給油をやめて<ださい。 

参給油□ふたを必ずちとどお0に締めて<ださい。 


达油バルブ 
水プージ 


•給油の際に、水、ごみなどを入れないよラ特にま意して<ださい。 


r - か巧まパルプ 


■給油□ふたは、確実に締めて<ださい。 
■こぼれたな油はょ<ふまとつて<ださい。 
■燃料切れのミ主意と空気巧まの方ま 


油タンクを空にしないよラにま意して<ださい。 ~ 

油タンクをいったん空にしますと、送油経路的に空気がたま0、正常に送油ができなくなることびあります。このよう 
な場台には巧の順をで空気巧きをして<ださい。 



1. 油タンクに給油します。 

2. ス I ブのゴム管□から、ゴム製を油管をはずします。 


3. ゴム製送油管か5油が連続して流れ出ることを確かめてからゴム製を油营をちとどお 
D にス I ブに取0巧けます。（油がこぼれないよろに容器を巧意してください。） 


運転開始前の準備と確認 


■ 


■安全装置のセット、取扱上の注意 



吉:お洞器 
U でツ K ン八一 
(黒-助 




初めて使巧するとまやシーズン巧めには、ストーブ正面ち下の定油面器リセツトレバー 
(黒色）を左ち向に止まるまで巧して < ださい。 



攒議義^^^麵 
.議^！®！誦譲麵 議^^® 

画議 mmmmm 圓擊議議誦誦誦瞧 






■接地ヴース)の確認 

参工事説明書にしたがい、接地（アース）がと5れているかどラかお認して< ださい。 


■点义の要領と注意 
I 巧暖切換スイッチのセット1 

ストーブ単独で運転する場合は r ストーブ単独 J に、ストーブ巧暖房運乾をおこなろ場をは r ストーブ床暖房 J に、床 
暖切換スイッチをセットして<ださい。床暖切巧スイッチのセットは适転開始前におこなつて<ださい。 

♦ストーブ床暖房で運転する場合 参ストーブ単巧で運おする場合 


ま胃ストーブ左側面の水位がで、シスターンタンクの規を水位（上 
巧水位と下巧水值の商）まで宿巧水（コ□ナホおち用循預液）が入って U 
ることをおおして<ださし、循環水が入っている巧合は奠をにな0ます。 
涯巧水は上巧な上乂れないよろ注意してください。 

水化が下旧な下の巧さは、巧暖房寒用巧巧巧を入れて<ださい。 



•ス I -ーブ内部や温水配管接合部か5氷ちれびないか確おしてください。 

•床暖パネルの温水配管の途中にバルブを取0巧けたお合は、必ずパルプが閱いていることを確認して<ださい。 






























•オープンポケット內の义力調節つまみで I ■自動運お J と「手動運転 J が設定でまます< 
ご希望の運転方法でご使巧<ださい。 

C 点序） 

■ストーブ乂力調節 r 自動運起 J の場合 


手動义力調節 
微かか 中大 

•III 川 • mm .■■■■■■• 



な卜呼ブ職房麵 

を卜ーブ.床暖切換 1 

か-つ^スト 



参义力調節つまみを「自動」に合わせて<ださい。設定室遍と部屋のが況に応じ 
た火力で燃焼します。 

(ストーブ义力調節「手動運転 J (微少〜大）の場合は、乂力調節つまみの設定 
乂力で燃焼します。） 

参時計合せは15ゴニジ「揖在時刻の調節方法」を参照しておこなつて<ださい。 

1 . 時刻表おが現在時刻を表おしていることを確認して<ださい。 

2. 才ープンポケット内の床暖切換スイッチを「ストーブ床暖房」に合わせて<だ 
さい。 

3. 運起スイッチを巧して I ■入 J にしてください。 

「点义します J の音黄と同時に、点火表示「点义します J が点巧し、自動的に 
次のよラに運転（予備燃焼•本燃焼）します。（ス I ブ义力調節 r 手動運転 J 
(微少、〜大）の場合は設定室温の表示はあ0ません。） 




5.使用方法(使い方） 

運乾開始しぉ八) 


■運乾中に巧暖切換スイッチを操作した場合の注意 

むやみに、ストーブ単独^ス I ブ床暖房に切りかえないでください。循環水のつまりの原因にな D ます。 

♦[スト^ブ単独一な羊三巧!^慶 j …自動めにいつたん消义して、巧10分をに再点乂し、ストーブ床暖房運乾を開始し 
ます。そのとま、「ジユ ー 」といろ循環水の蒸発音が発生することがちりますが異常で【まち0ません。 

♦ I ストーす床据 爵^:>ストニ—ブ蒙 幾卜‘運綺ホそのまま継続します。しばらくして[ジユー J といろ循環かの蒸発音がし 
ますが異常ではあ0ません。 


同時-3,4分予摘が焼^本が焼1 

^-!丰動，'}- {.自動運お') 






運転開始（点乂) 


用 か1パ W 

サポートヒータ适乾ランプ点な 

ル油里流巧 I 

巧流巧送風獲まわる 
循巧ポンプ作動 

点义表示消巧 
燃焼表示点灯 

設定室温と部屋の巧巧に応じた义 
力になる 

U ニアダンバー作® 

巧巧温度調節の設定巧通になるよ 
ろに、 U ニアダンパー及びヴポー 
トヒータ出力が、自助的に制御さ 
れる 

サポートヒータ運巧 


床お 
現在巧适 


燃巧中 


8： 三化 


ヴボ-化-夕- 


© @ 

巧巧 セーブ通 6 





彭娜巧 I 。就"^巧面大 



居〇」 1 〇か 


タイマーセット 


入/切 化め 


※ 予備が規をが 2.5 分間、义力は中义力にな 0 ます。 




j n I I ■■ I ~~ ■ I'T n < ■ n I li il i I し ^* Titfnssi i ゾ^古 


1 11 


衫入 


一^^ 勺^^ 

r ' リ 


し巧刘巧のび巧住 W 划化巧巧レしレ I 包し C 化惟がレし、に ci レ1〇 

2. オープンポケット巧のヴポートヒータスイッチを [ 入」にして < ださい。 
自動的に、次のよろに運乾します。 


サポートヒータスイッチを[入」 
にする 


ヴポートヒータ涅拓ランプ点打 
設定巧温表示おな 
現在巧温表示点灯 
サポートヒータを括 
お現ポンプ作動 

床巧温度調節の設定 
巧温になるよろにヴポートヒータ 
出力が白動的に制御される 


夕带--卜と^儀難灌圓 

111 ぇ變轉瞻'卜をず A 

かづぶ暖側齒 1. 時刻表示が現な時刻を表示していることを確認してください。 

[ira,J ： aF^ 2. 才ープンポケット巧の床お切換スイッチを [ ストーブ床暖房 J に合わせ 

枯 ^^^ てください。 

^ \ 3. 運転スイッチを巧して [ 入 J にして < ださい。 

- (■ 点火します J の音きと同時に、点义表示「点义します J が点灯します。 

®®isi 4. 才ープンポケット巧のサポートヒータスイッチを「入 J にして < ださい。 

— 自動的に、巧のよラに運乾（予備燃お • 本燃焼）します。（ストーブ义力 
1 ' ク ^ 調節 r 手動運転 J ( 微少〜大）の場合は設定室温の表示はあ 0 ません。） 


II , 1 


•をおスイッチを巧す 
•ヴポートヒータスイッチを f 入」 
にする_ 

•音を r 点火します J 
• 点义表示点口 
• 設定室温表示点口 
• 設定床温表示*現在床温ま示点打 
-ル油 s 流出 

‘ iiMMra ごと巧 iitt ホ'义 





3〜4分予備燃焼-„-本が巧- 

- - 1 自貴運転'}- 






-点义表示ミ肖好 
-燃焼表示点の 

. 設定室適と部屋のげ況になじた义 
力になる _ 


運輯スイッチを巧す 


-音声 r お义します J 
• 点义表お点口 
• 設定室'溫表示点打 
• 燃焼巧を風機まわる 


• ル油呈流出 
• 巧流用を風機まわる 


タトーブ•床暖切揉! 
巧トブスト3 



1. 時刻表示が現在時刻を表おしていることを確認して<ださい。 

2. オープンポケット巧の床暖切換スイッチを f ストーブ単独 J に合ねせて 
<ださい。 

3. 運おスイッチを巧して（■入 J にして<ださい。 

r 点义します J の音声と同持に、点火表示「点火します」が点'灯し、き 
動的になのよラに運乾（予備燃焼.本燃焼）します。（ス I ブ义力調 
節 f 手動運乾 J (微少〜大）の場合は設定室温の表示はあ0ません。） 


※予備燃焼後約 2.5 分間、火力は中乂力にな0ます。 








室温の調節 (有動運起) 


才—プンポケット巧の义力調節つまみを f 自動 J に合わせると、ルームヴーモによる自動運転とな0、設定室温に目動 
調節されます。 

表を部に設定室温に4で）び表示されますので次のよ〇に調節して<ださい。 

•室温設をボタン r 高め J を巧すたびに1で上昇します。 

(上限29で） 

参 r ほめ J を巧すたびに15でまでは1たずつ下が0、巧でからは 
いきなり10で （ F 点設定）となります。 

♦1 0で設定の場合はセーブ運転表示ランプが点なし、セーブ運転 
とな0ます。 

/設定室温を15で W 上に上げるとセーブ運転表示ランプが消^ 
\ x . 目動のに解除されます。 / 





—-本燃焼—— 

，人自動運聽」1 









床暖 
現在床温 

■i—i—i |—r~ 

〇 〇'^ 〇 〇 〇 

一設定巧温 一 

床暖 


1. 特に温を酸定しない場合は、自動的に快適マークの位置（設定床温 
表示ランプの3つ目）に設定されランプ表示します。 

2. 巧温お新ボタンを巧すと次のよラに床温調節でま設定床温表示ラン 
プを移巧点なします。 

• r ほ J ……1回巧すたびに設定温度を6で下げ、ランプ表示が 

左側へを動。 

♦ r 高 J ……1回巧すたびにお定温巧を6で上げ、ランプ表示が 

ち側へ移動。 


ストーブ巧暖房運転、ヴポートヒータ運乾、ストーブ床暖房-サポートヒータ併用運振のいずれの場合をお環水び話定 
湿度になるよラに、白勘のに滿度況節されます。又、設定巧溫表示に快適マークがついています。快適マークは、床巧 
パネルのカーペット表面をほぼ33〜34で（巧おパネル38の場合）になつお巧水溫ちを示します。ご参考にされると便 
利です。 



(手動調節一手動運乾) 


床暖パネルの湿度調節 


■ 


画 


室温設定による自動運活の他に、火力調節つまみによる手動义力調節び巧能です。 
次のよラにして<ださい 


自動 1!手動义力調節 

微少ル中 大 

• mill •■■■■■■•■■■■ル 

' — . — へ . . . 

__ 00 


>オープンポケット巧の义力調節つまみぞ r がみ J から r 大 J 
の間のごお望の化置に合わせて < ださい。 

表示部の設定室温表示が消え、予備燃焼び終了すると約 2.5 
分間义力は中义力にな0、そのをは火力謂節つまみの設定义 
力で燃焼します。 


■炎のが態 

ストーブの据え付けやお巧気茵の設 S ま件で、炎はをみ巧化します。 




ス I ブ义力渦節 r 自動 J 運お時に、微か义力でを室温び設定室温よ Q 上昇する場合、設を室温よ0約3で上昇すると 
呂動的に消义し、設定室温まで下びると点义動作に乂〇ます。これを<0返すことによ0むだな部屋のあたためおぎを 
防ぎます。 


入/切 


セーう! 


•室湿設定ボタンによ0希望の室温設定を、セーブ運括ボタンを巧して 
<ださい。 

セーブ運ち巧おランプが点巧し、セーブ運乾とな0ます。 

参セーブ運乾ポタンを巧度巧すことによ0セーブ運賠表示ランプが消え、 
セーブ運ち巧除とな0ます。 


快適マ—ク 








運転停止（消火) 


G 肖义順京) 


ストーブ巧暖房運乾 L ストーブ単独運乾 



運転スイッチを押して[切」にして<ださい。 
r 消义します J の音声と同時に、燃焼表示が消'灯し、消义表示 
r 消义します」が点口します。 

燃焼室が冷却すると自動のに燃焼巧送風機、巧流用送風機、循環 
ポンプ（ストーブ床暖房運乾のみ）が停止し、すべての表示が消 
巧します。 


f 巧ポ心トビータ運巧 

\ 


切® 冷 

. サポート-を \\ス\^ 


サポートヒータスイッチを「切 J にして<ださい。 

ヴポートヒータ運転ランプ、設定巧温表示が消灯し、同時に、ヴ 
ポートヒータ、循環ポンプび運転を停止し、すべての表示び消灯 
します。 



運転スイッチ、ヴポートヒータスイッチを「切 J にしてください。 
r ミ肖乂します J の音声と同時に、ヴポートヒータ運転ランプ、燃 
焼表示が消な、消义表示 n 肖乂します J が点巧し、同時にヴポー 
K ヒータが運転を停止します。燃烧室が冷却すると、自動的に燃 
巧用送風機、巧流用送風機、循環ポンプが停止し、すべての表示 
が消のします。 

ヴポートヒータスイッチの切0忘れにま意して<ださい。 


♦運転停止中は、節電のため、すべての表示が消巧します。 



消义後、再点义するとまのを意 


♦燃焼やに誤って電源プラグを抜いた0、運転スイッチを r 切 J にすると、再点义を全装置の働まで、ストーブび冷が 
されるまでの約2分間は再点义でまません。 

ただし瞬間的な消乂操作（約1秒な巧）の場合は、そのまま燃焼が體続されます。 

参停電時には、必ず運転スイッチを「切」にして<ださい。 






時計- 夕手 マー 

* 身!履苗11 ノつ 


時計 


タイマ- 


せ 


1. 才ープシポケット巧の時計調節スイッチを「時計合せ J にします。 
はじめて使巧するとまや、覃源プラグを長時間抜いたときは、時刻表巧 
は0 : 00を表示します。 

2. 時計調節の r 時 J • r 分 J ポタンを押して現在時刻を合わせます。 


例：午前6時15分に合わせる場合 
① r 時 J ボタンを押して"午前6: 00" にします t 


③份 J ポタンを巧して"午前6 : 15" にします。 


fec ^ lro 分 

も 二-:,..--〜- 口 こ r - j . 


6： 00. 5:! 弓、 


時計-タイマー 

させし^させ 


3. 化ず持か況節スイツチを r 通常 J 位置にをどして<ださい。 

(時計は、時か調節スイッチを r 通常 J 位ちにちどした時点か5動まおめ 
ます。） 



■運活持刻の合わせ方 

' 時計-タイマー' 

I 阵計~ ||^用|||| 々ィ知 
させ合せ 


1. オープンポケット巧の特計渦節スイッチを r タイマーさせ J にします。 

2. 時計調節の r 時 J • r 分 J ポタンを巧してタイマー点义時刻を合わせま 
す。 r 分 J は5分ごとに動まます。 


例：午前6時30分に合わせる場さ 
① r 時 J ボタンを巧して"午前6: 00" にします。 


⑨ r 分 J ポタンを押して"午前6 : 30" にします。 



午前 


5 •• IJ 0 



午前 




これでタイマーセツト時刻び記憶されました< 


時計 -タイマー 

合せレ^合せ 


3. 必ず時計調節スイツチを f 通常 J 化置にをどしてください。これで時刻 
表巧には現在時刻が表おされます。 




■タイマ _ 運渡ち法 




1. 運転スイッチを巧して[入」にして<ださい。 

(燃焼中の場合はそのままです。） 

2. 運おするときのご希望の室温又は、义力にさねせてください。 

3. 床温調節ボタンで、床暖温度をご希望の湿度に合わせて<ださい。 

(ストーブ巧暖房運起のみ） 

4. タイマーセットボタンを巧して<ださい。 

(■タイマーセットしました J の音声と同時に、時刻表示にタイマーセット 
時刻が表示され、タイマー表示「表示時刻に運乾します J が（燃焼中の 
場合は消义表示[消义します J ち）点巧し、タイマー運乾に入ります。 
(このとき、燃焼用を風機が10分間運おしますが異常ではあ0ません。） 
參タイマ_運粒中は表示部の表示はすべて暗 <な0ますが異常ではあ0ません。 





タイマ—り邮:ット 


1. 才ープンポケット巧のヴポートヒータスイッチを r 入」にして<ださい。 

2. 床湿調節ボタンで、床媛温度をご希望の温度に合わせて<ださい。 

3. タイ7-セットボタンを巧して<ださい。 

r タイマーセットしました」の音声と同時に、時刻表示にタイマーセット 
時劾が表示され、タイマー表示 I ■表示時刻に運乾します J が点なし、夕 
イマー運起に入0ます。 

参タイマ—運転中は表ホ部の表示はすぺて暗< な0ますび異常ではあ0ません。 


藤，扉 魚爆 



1 . 運おスイッチとサポートヒータスイッチを「入 J にして<ださい。 
(燃焼中の場合はそのままです。） 

2. 運おするときのご希望の火力に合わせて<ださい。 

3. 床温調節ボタンで、床据温度をご希望の温度に合わせて<ださい。 

4. タイマーセットポタンを巧して<ださい。 

r タイマーセットしました J の音舌と同時に、時刻表示にタイマー 
セット時刻び表示され、 タイマー表示[表示時刻に運乾します J 
が（燃焼中の場合は消义表示「消义します J ち）点好し、タイマー 
運乾に乂〇ます。 

/このとき、燃焼用送風機が10分間運転しますが異常ではあ0 \ 

I ません。 / 

•タイマー運お中は表示部の表示はすべて賠<な0ますが異常ではあ 
0ません。 


参タイマ—セット時刻になるまでは、時刻表示にタイマーセット時刻とタイマー表示「表示時刻に運転します」が表示 


され続けます。 

•運乾やにタイマーセットボタンを巧すと、ストーブは自動消义し、運乾を停止します。 
•タイマー運弦やは、節電のため、タイマーセット時刻表示の明るさ（輝度）が落ちます。 








タイマーの使用ち法 


■タイマ~運乾の解除 



参タイマーセットボタンを巧します。タイマー表示が消巧し、時刻表示に現 
在時刻が表示され（時計動作コ□ン点滅)、タイマー運転がお除されます。 
参このままでちれば点义表示「点义します J が点巧し、自動的に運乾を開始 
します。運乾を停止する場合は、運転スイッチ（サポートヒータ運転の場 
合はサポートヒータスイッチ）ち「切 J にして<ださい。 


■タイマーセツト時刻-現在時刻のお認 


•タイマーセツト時刻の確認 ♦現在時刻の確認 

•時計調節スイッチを「タイマー合せ」に合わせます。 •時計調節スイッチを「時計合せ J に合わせます。 


時計.タイマ -- 



午前 C • jn 

な - ju 

時刻表示にタイマーセツ 
卜時刻が表示されます。 



参確認を、時計調節スイッチは、おず mm 位置にちどして<ださい。 


ffi.jn 

午後 ,u. Ju. 

時刻表示に現在時刻が表 
示されます。 


微風フアンの使用方法 


♦み幾おがず。 


遵^^^^» 



オープンポケット巧の微風運巧スイッチを「連動 j 又は、「単独 J に合わせて<ださい。 
微風運転が関始されると微風於出□からが風が出てまます。 

参[連動 J に合わせるとストーブが運転し、予備燃焼が終了後が風ランプが点巧し、巧 
風運拓を開始します。 

• r 単独 J に合わせると微風ランプが点打し、ストーブ運おに関係な<微風運転を開お 
します。讓フアン惟細運転中は、ストープ消乂後ち表示部の表示は消灯しません。 
参 r 切 J に合わせると微風ランプが消なし、微風運あを停止します。 


モニターサインについて 


ス I -ープにトラブルが巧生すると、トラブルの状態が設定室温表ホに記号表示（モニターサイン）されます。 

この場合記号表示の巧容を、ス I -ーブ左側面に印刷されたモニターヴイシー覧表、または 27〜28ページ 「巧障-異常 
の見分けちと処垣方法 J をご覧のラえ、必要な処置をして<ださい。 


<モニター t 

^■"ンー莫表〉 

モニター サイン 

異常げ態 

モニター ヴイン 

異巧げお 

モニター ヴイン 

異常がお 

E 1 

途中 消义 

EA 

燃な巧を風機異常な化 

P 5 

S 巧不を 

E 2 

不着 义 

EC 

ルームヴーモ短絡 

F 1 

熱交サーモ作動 

E 3 

巧 巧 作！!） 

E E 

机]:時ポット異おあお 

F 2 

湯温サーミスタ断お 

E 5 

挑気管巧け巧知作動 

E 0 

機巧ヴー S スタ作苗 

FC 

煮溫ヴー=スタ巧お 

E 6 

ルームヴーモが綜 

P 1 

ポジ K 予み不足 


E 7 

E 9 

巧全サーモ作動 
停 軍 

P 2 

ポット通度巧下 

P 3 

ポット異常おお 

E 8 

疑が 义巧 

P 4 

不消义(お义時間が長い） 






♦巧暖の温度調節は、足元（床暖パネルの表面温度）の温度調節のため、部屋ま体の温度調節ではあ D ません。 
カーぺットの表面が熱<なりすぎないよろ使巧温度には十分ミ主意して<ださい。 


循摄水の； f 結モ防（循環液の注入) 


寒冷地だけでな<、暖かい地域でち深結予防及び腐食予防のために、おず循環巧を入れて<ださい。 

•循環液は必ずコロナ床暖房用循環巧（別売品）をご使用くださし、化の不凍液を使巧した0、おさした0ずると製品 
の寿命が短< な0ます。 

参循環液は3年を目まに入れかえて<ださい。（開封した循環液ち含む） 


結露水の処理 


•排気管に結露化がたまった場合は、お買い巧めの販売店に点検を依頼して<ださい。 

本書の[■特にま意していたださたいこと（费全のためにおずお巧0<ださい) J の他に、巧の項目じついてちま意して< 
ださい。 

♦上面ガードは、地震などによ0可燃物び落下したとまなどに义災を防止するためのちのです。やむをえず取0はず 
した場さは、必ずちとの状態に取0付けておいて< ださい。 

参クリーニング店、美容院などの化学薬品を使ラところや温室、飼育室など、動植物の育成栽培に使用しないで<だ 
さい。 

参雷が発生したとま、雷（誘導雷）によ 0— 時的な過電旺がかかってち、過電圧防止装置び機器を保護するし<みに 
なっていますび、大きな雷（直撃雷など）の場合は、電子部品を損傷するおそれがあ0ますので、電源プラグをコ 
ンセン トから抜いてください。 




このス I ブにはなのよ5なまを装置がついています。 

すべての巧全装苗は、異萬が取0除かれてち巧度点义操作をしなければ運乾は停止したままです。 


ま全装置 


原因-作動結果 


処置ち法 


巧震自動消义装置 
(巧表示) 


点义安全装置 
燃焼制'御装置 

(フレームロツド） 

1 回表示•國表示 ） 

、（途中消乂）（不着义）/ 


停電ま全装置 
( 〇表示表示入 

(30 巧な上） ( 1 mj .±] 

\ \30が未満/^ / 


過熱防止装置 

•巧全ヴーモスタット85で 

([^で表示） 


強い地震や衝ちを受けたとま 


.モニターサイン圧王]表示 
-自動的に消火 

•点义 S スをしたとま 
•途中失义をしたとま 
•おが異谢こかさいとき 


-モニターサイン rm 表示または 
底表示 
-自動のに消火 

•惇巧したとま 

•電源プラグび巧けたとき 


通ちをモニターサイン 励 表示ま 
たは圧置]表示 
白動めに消乂 

巧流巧を®おのフアンガードやスト 
ーブの全面がふさがつたとま 
ス I ブの前面に巧害あなどがおる 
とま 


自動のに消义 

ストーブび冷巧されたをモニターヴ 
イン rrri 表示 


• ストーブの固辺に異常がないかな認 
し、点义操作して<ださい。 

(巧巧自動消义装畳は作動を自動的 
にセツトされます〇) 


• 日常の点巧.手入れ (21 〜25ぺージ 
参照）をしてから点义操作をしてく 
ださ U 。 

•なおち異おがおる場合は、お賣い巧 
めの化売店にご相談ください。 


HU の場合、時計などのセットを 
してから、点义巧作をして<ださい。 
です！の場合、通巧をお义操作をし 
て < ださい。 

逗源プラグを巧器して < ださい。 


•原因を取り徐いてから点义操作をし 
て < ださい。 

•処担をしてち繰0返し作巧するとき 
は、いったん運あスイツチを巧して 
r 切 J にし、販売店に連給して<ださ 


mEB 


1 装置の名称 

1 原因-作動結果 ^ 

1 

再点义安全装置 

•消义直を、再点义操作したとさ 

ク 

-だ)2分間のをが後でないと点义動作に 
入らない 

f 

1 ! 

1 


•約 2 分経適後、自動的に点乂動作 
ぞ開始します。 


が気管巧けお知装置 
( l £ Sj 表示） 


• 排気管の接続部がはずれたとさ 
• が気管巧けお巧巧リード線がはずれ 
た D 、 戰線したとま 

ク 

• モニターサイン！£ちつ表巧 
•ストーブの運輯を停止 


•給排気筒およびが気管の接続部に 、 i 
はずれ-ゆるみびないか確認して< 
ださい。 

• 排気管巧け巧知巧リード線のゆるみ 
または、はずれ-切れがないか確認 
して<ださい 

給が気商 . 

給気 □ 

子でツプ 

(I 気餓贿細」 - ド疫 I 



燃焼用送風機異常 

お出装置 
(rF 巧1表示） 

• 回転巧が異常に巧下したとき 

ク 

-モニターサイン "fTi 表巧 
•ストーブの運おを巧止 

• お買いずめの販売店に修理を巧巧し 
て < ださい。 

I 

過電流防止装置 
(表示部全消灯） 

• 的部配線のショートによ0過電流び 
流れたとさ 

ク 

•電流ヒューズが切れ、すべての運短 
を停止 

• お貢い巧めの販売店に修理を巧巧し 
て < ださい。 

循環水過昇防止装置 
(下!—‘ 表示) 

• 循現水が極端に減かしたとさ 
• 循摄水が循環しないと苦 

ク 

-モニターサイン IF 1 表巧 
-白動的にス1ブ単独连おに切0か 
わる 

•ストーブをいつたん消义して循環水 
過昇原因を取0除ま、点火操作をし 
て < ださい。 

• なおち異常がある場合はお買いホめ 
の販売巧にご相談 < ださい。 

サポートヒータ過熱 
防止装置 

• 循環水が極端に減みしたとま 
• 循巧かが循環しないとま 

ク 

-サポートヒータぺの通電を停止 
(湿度び下がると自動的に通電を再開） 

•運乾ぞいつたん停止しで、曰常の点 
お•手入れ （25 ページ）をして < だ 
さい。 

• なおち異常がおる場合はお買い巧め 
の販売店にご相談ください。 

機巧ヴー=スタ 

rii ?' 表示） 

• 巧流巧送風機が異常停止したとま 
•巧流巧送風機のフアンガードやスト 
—ブの前面がぶさがったとき 
■ス1ブの前面に障害物などがある 
とさ 

ク 

•モニターサインけ G 表示 
-自動的に消乂 

•原因を取0除いでか5点义揉作をし 
て < ださい。 

•なおち異萬がある場合はお貢いずめ 
①販売店にごネ目談 < ださい。 


mm 




点検.ま入れは消乂を、ポットバーナが冷却してか5、化ず電源プラグをコンセントから巧いておこなつて<ださい。 



点検、手入れの必要項目、時期、方法 


■周画の巧燃物（使用ごと） 

• ストーブの周西は、常に整理•活瞭し、がをやすいをのを置かないで<ださい。 

■ほこ0 • 巧れ（使巧ごと） 

•ほこ0や巧れをそのままにしておさますと、油がしみた0してを巧です。 

ストーブはいつを清潔にしてご使历<ださい。 


■油をれ-油のたま0 • 油のにじみ（使用ごと） 

•屋台.油タンクに袖ちれ-油のたま0や巧のにじみがないか、とまどま点巧して<ださい。 
又、給油の擦にこぼれた灼油は、よ<ふさとつて<ださい。 






■ゴム製送油管の点お-交換の目を (シーズン巧め） 

♦ r ごを意 1ゴム裝を油管は、屋かで巧巧しないで < ださし V 
屋がでの使用は巧止されています。 

参屋內でゴム製を油宦を使用しているとまは、おお、収縮、巧質、をお、ひび割れがないか確認し、夕点のちるとまは 
交換して<ださい。 

交巧の目巧は、3年に一度です。 


■油タンク（シーズンの觀め、適時） 

参油タンク巧は水やごみびたま0やすいちのです。給ミ由のとま、点按して<ださい。 

油タンク巧の水なま及びお除は、油タンク付巧の取扱説明書に従つておこなつてください。 


■給辨気筒の接続部のゆるみ及びトツプの周面（月に 1 回程度） 

参給が気简及び、トップの周西に障ま物び置いてないか、とまどき点巧して<ださい。 

参お拂気筒がつま0ますと、不完全燃焼をおこします。シースンネカめには必ず点巧し、<をが巣をつ<つた0異物が入 
つた0しているとまは、必ず掃除してください。 



参おが気窟及び、が気管のお続部がはずれた0、が気管巧け巧 
巧巧リード線びはずれた0、断線していないか点巧して<だ 
さい。 

参給排気简ぞ一度取0はずして、再び取0がけるとき、が気管 
の接続部内部にはめこんである0 U ングが破損していないか 
巧かめて < ださい。 



〇リ兰グ J 
( P 40 4種 D ) 


QU ング\ 
( P 40 4種 D ) 





■を油面器のストレーナの掃お施 ㈱ C ぉ買ぃ巧めの販売病或！。たを罰。 

参定油面器には、ごみを除<ためのストレーナがついています。 

ごみがたまると、阿油の流れを妨げて、十分な义力が出な<な0ます。 

次のよラに掃除して<ださい。 





1. 油タンクの送油バルブを閉じて<ださい。 

2. ストーブの前板を止めているねじ （5 本）をはずし、前板の 
下側を引き上げて、前に引いて取りはずして<ださい。 

3. 操作部を左図のよラに、 ① 操作部の左側を少、し引き上げて、 
を， 手前にまわして、開いて<ださい。定油面器がみえてきま 
す。 

4. ストレーナの掃除□に巧札などの厚紙を差しこんで、油ガイ 
ドを作0、その下に容器を置いてストレーナの止めねじをゆ 
るめてはずして<ださレ。 

定油面器のミちれたな油やごみび全部流れ出ます。 

5. ストレーナを取0化して、きれいな打油のやですすぎ洗いを 
して< ださい。（水で巧わないで< ださい。） 


:;:ぅ 痛1111 

着ストレ-づ•を攀にが I ないでくださ换おも.磯0：(黒を)， 

纖叛難親赚舉麵驚璋撫 ，占 点;…'.; 

•ストレーナ俯皮あ拖じを、厨<縮め#けでくだをレ\。 

参独をれが海がか溝懿しで <だをい。 

み f み:が巧巧ががを;がなを混党％：’1;: み皆ぶ巧なザ タ: y .:. 論 A 鴻 



■巧流用送風機のフアンガードの掃餘（週に 1 回な上) 



♦フアンガードがごみやほこ0で目づま〇すると、送風力が弱<な0排気温度が上 
昇する原因にな D ます。[過熱防止装置（ま全サーモスタット）または機内ヴー 
S スタの働まで運転び停止する場合びあ0ます。〕なの要領でス I ブ裏面の 
フアンガードの掃除をおこなって<ださい。 

1. 運転を停止し、巧流用を風機び止まっていることを確認してください。 

2. 掃除機などでフアンガードについたほこ0を取〇餘いて<ださい。 


フアンガード 





点お、手入れの必要項吕、時期、方を 


■ポッ トバー ナの掃お（適時） ( お買い縣の8^売なに臟してください。 ) 

♦ r ご注 Ml 掃除は、ストーブを消义させ巧分冷巧してから、おこなって < ださい。 

病いが態でおこな弓とやけどのおそれがち0ます。 

参ポットパーナにすすがついてがの形が不揃いになったときや、ポットパーナの廈にすすやカスがたま0すぎてき义が 
おそ<なったときは、次のよラにしてすすを取〇餘いて<ださい。 

1. 上面ガードをはずして4本のねじをはずし、燃焼简ぶた押えを取 
つて < ださい。 


2. 燃巧简ふたをはずして<ださい。 


3. スケルトンは中ふたに巧0付いています。スケルトンをガラス円 
筒にちてないよラにして、取0はずして<ださい。 


4. 燃巧リングをフレーム□ッドに驾てないよラにま意して左因の方 
巧に燃焼リングをまねし、取0だして<ださい。 


5. 点义ヒータ、点火ネットをいためないよラに、ポットパーナ巧巧 
のすすをドライパーなどでかま落としてか5、布などでふきとつ 
て < ださい。 


6. おなてのお、燃焼リングは、を四のよラに正しく確実に取0付け 
て < ださい。 
















■反射板-ガラス巧简の掃除（適時） 

♦ 「ごミま意1 掃除は、ストーブを消义させ充分を却してか5、おこなつて<ださい。 
熱い状態でおこなろとやけどのおそれびあ0ます。 


参巧射板及びガラス巧筒にほこ0がたま0ますと、反射効率が悪くなるばか0でなくを換ですので、次の要領で適時掃 
陈をしてほこ0を取0除いて<ださい。 



1. 前面ガードをち側の固定ばねに個）か5はずし左側にまわして< 
ださい。 

2. ガラス円筒を割5ないよろにミち意して、掃除機などで巧部のほこ 
0をされいに掃除して<ださい。 

3. やわ6かい巧などで、反射お及びガラス巧筒をきれいに巧いてく 
ださい。 

4. 掃餘び終わ0ました5、ちとどお D にセットして<ださい。 



■ガラス円筒巧部の掃除（適時） 〇を 買い巧めの販売店に依焉して <だ曼只 r ) 

♦ 「ごミ主意 I 掃除は、ストーブぞ消义させ充分冷がしてから、おこなってください。 

熱いが態でおこなろとやけどのおそれがあ D ます。 

参長期間の使用によ0ガラス巧筒がすすけてがが見えに<<なったとまは、 23ページ r ポットバーナの掃除 J の頃に 
したがい、スケルトンをはずしてガラス巧筒を掃除して<ださい。 


♦ガラス巧衙には、水をかけを も 脚:魄えをりしないよな 逆飯でくお まが。 




塞することがでままずか 


■点义ヒータ • 点义ネット • ノズルの点热シースンのネリめ) 席致添めの扁売店に福 L て凉さい〇) 

参点火ヒータや点义ネットにすすが付着しますと、赤熱が低下した0、油のひろび0が悪<な0、着义不良の原困にな 
0ます。 

♦ノズルの先端にすすが付着しますと、異常燃焼になった0、着火不良や消义時間が長<なる原因にな Q ます。 

シーズンネリめには、必ず点検して<ださい。 

点义ヒータ、点义ネット、ノズルの点檢•交觀ま破損のないよラにま意しておこなろお要があ0ますので、がずお買 
いずめの販売店に依頼して<ださい。 


■フレームロツド（燃焼制御装置）の点お(適時 ） ( T お買い纖 M 売闽こ脯してください 0 

参フレームロツドの先端にすすび巧着したり、フレームロツドが変形すると、誤作動の原因にな0ます。 

すすの付着やフレームロツドのをおがある場合は、必ずお買いホめの販売店に点お.交換を依おして<ださし、 



点検、ま入れの必要項吕、時期、ちま 


■循環水の補給（適時) 



シスターンタンク巧の循環化は、少しずつ蒸発しますので、ときどき確認 
して、循環水が不足している場さは、そのつど規定水位まで床暖房専用お 
巧巧を補給して<ださい。 

♦給水□扉を開き、床暖房專巧補な巧を上愼か位まで追加してください。 

’配管などか5の水ちれで補給する場合は、巧暖房用循環巧を入れて'! 
、<ださい。 J 



换卜嗦擲轉が豁麵«^賓 

^**1^ にが レ™"、 咖 には こ难 

5ず辯^の德を tm ：、 瀬なレで1>まるこをがをなます々 
K れ瞒よなど 1 C かかると着みず觀をがぁ織ず露で、おを： 

\ % : ■.違-— ■ ’、 :: - 

おを碟 H 贈レおきむ） 

餘巧涂まず。- .一.： 


■湿か配管の水をれ確認饱時） 

•ス I ブ巧部や温か配管を続部分から水ちれがないことを確認してください。 


■地震などの災害が発生したとまの点検について 

参地巧などのが害がお生し、ス I -ーブに振動や衝尝が加わったとまは、運転前に必ず次の点検をおこなって<ださい。 
•給排気筒まわ0のはずれ、ちれの確認 
-灯油配管か5のちれの確認 

点検で異常が見つかった場合は、お夏いずめの販売店に修理を依巧して<だまい。 




長期間ご使巧にな 0 ますと、ストーブの点檢が必票です。 

2シーズンに1回程度、シーズン終了後などに点検を実施してください。点おのご相談は、お賢いあげ巧または修理資格 
者（佩）日本石油燃焼機器保守協会 （ TEL 03-3499-2928) でおこなう技術管裡講習を修了者（石油機器巧術管理±) 
など]のいる巧までお問い合わせ<ださい。 


■次のよラな現象はが障ではあ 0 ません。 

♦修理を巧頼される前にをラーちお確かめください。 


現 象 

説 明 

のめて巧巧するとき、煙やにおいびでる。 

I 耐痛塗料やほこ D び焼けるためです。 

しば5<窓をおけて巧気をして<ださい。 


すぐに点义しない。 

が巧開始時や消义をに r ピチビチ J といさをがする。 
点义時にポンと音がする。 


予熱点义方まのためモ热時間が2分程度が要です。 

(予熱時間は室温によ0みかを化します。）_ 

本体巧部がおによ0お張、収無するためです。 

点义するとまに凳をするを义音で、異巧ではあ0ません。 




I 


■使用中に異常がお0ました S 、 次表によ0原因を調べて処置をして<ださい。 

参原因のねか5ないときや、処雷のむずかしいとまは、お買い求めの販売店、またはおお<のコロナお客 
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現 象 _1,,.__ m _ 

青炎の中に黄をいが(赤义)が'混じる。 異常ではありません。 

が気温がほ<なると、排気ガス中に含まれている水分が 
給排気筒の先端から連続的に白煙が化る。 摄結して化蒸気になるためで、異常燃焼による白煙では 

あ0ません。 

巧油ぎれの擦、一瞬がび大ま < なつて消火する。 異常ではあ0ません。 

タイマー運お中のとま、表示がの表示が暗い。 待機時の消費電力節電のためです。異常ではあ0ません。 


様ご相談窓□にご連絡<ださい。 ※設定室温表示にモニターサインび表示されます。 





































































■部品交換のとまのを意 

应ミ主意 I 不完をな修理、調整は危巧ですので、部品の交換、おおが化要の場合には、お宾い巧 
めの版売店又は、修理資格さ【(巧)日本石油燃焼機器保守谅をでおこなう技術管理講涅を修了 
さ（石油機器巧術管理±)など）のいる販売店にご相談ください。 


部品交換はコロナ純正部品とご指定ください。 



誦: 


12 .保管 (長期間使用しない場合) 


設置したままで保管される場合やしまわれるとまは、曰常の点検-手入れの項を参照し、次の 
要領で保管して < ださい。 

■手入れのしかた 

1. [ASM g 源プラグを必ずコンセントから巧いて<ださい。 

2. 油タンクの好巧は、すっか0出して<ださい。中に水分やごみび残つたままにしておきますと、油タンクが巧食す 
る原因にな0ます。 

3. 定巧面器のストレーナをはずして、水分やごみを除さ、定油面器の中の巧油を巧いて<ださい。 

4. フアンガードのごみやほこ0を取 D 除いて<ださい。 

5. 前板をはずして、巧除機などでの部のほこ0を取0除いて<ださい。 

6. 塗装部分は、湿った布で巧れををとしてか5、か5ぶましてください。 

7. 燃巧室のサビなどがある巧をペーバーで磨ま「補修用の塗料 J (別売品）で塗ちして<ださい。 


■保管方法 

1. されいになった5、乾燥した巧所にお倒しにしないでおしまい<ださい。 

2. 巧暖の醒管を接続したままで保管する場合は、上巧フ乂位まで 巧 おしておいて<ださい。 

3•ス I -ーブ巧の滔お水を巧いて巧管する巧合は、エアーな含パルプを巧いておき、エアーなまパルプ配管巧ち乾巧さ 
せて < ださい。 

4. r 取巧説明を J • rn ： ま説明含 J は、大切に保售して<ださい。 
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循環水量1 80 L/h 
循環水量 100 L/h 


が震白觀消火装置 


ポット式 ■ 屋巧巧-強制給が気お • 強制対流お' 床暖房用 


電気点火式 


灯油りに1号灯油） 


0'78 L/h 


0.22し化 


0.768 L/h 
0.198 L/h 

28,朗 OkJ/h 熱効率86.6% 

" 8.1 孤 kJ 化 熱効率83.8% 

28.45 QkJ/h 熱効率86.0% 

7,330 kJ/h 熱効率78.2% 

日.目日 kW 循環水量 180 L/h 

一 1 .90 kW 循環水量100 L/h 

日'80留 
1'59 kW 

' 最大燃焼時1 .51 kW 循環水量18日 L/h 

0.500 kW 循環水量 100 L/h 

86.6%麻暖房運転目盛大のとき） 

78.2% (ス ( -ーブ単独運転目盛徵かのとき） 

木造29.日 ni (18 畳）コックリート41.日が （25 畳） 

_木造 29.5 が （18 畳）コンクリート AS . Orrl (29 畳） 

^木造 29.5 ni (18 畳）コンクリート39.日 ni (24 畳）^ 
木造 29.5 rrf り8畳）コンクリート4日.日 rri の8畳） 

2 L (器具内蔵シスターン上限水位時） ^ 

シスターン大気開放 

高さ61日 mm 幅 748 mfn 奥行368曜（置台を含む） 

一— 34 kg _ 

100 V 5日 H 己/日日 Hz 

点乂時 360/360 W -最大燃焼時 51/57 W 
最大6日0/日日日 W (点义初期に短時間発を） 

点火時340/34日 W . 最大燃焼時 29/26 W 
最大抓0/日日日 W (点火巧雜に短時間発を） 

最大運転時日2日/ 625 W 

_ 4.5 〜 16.5 rri (3 畳〜10畳）（最大燃度時） 

' 4.5 が （3 畳） 

外径ゆ 8 mm ニツプル 
QU 4-4 


を75咖） 

260む凶下 
2孤ごし U 下 
5 A •10 A 

点火安全装置-燃焼制御装置.停電安全装置"" 





過熱防止装置 


再点乂ぞ全装置-循環水週昇防止装置.排気管巧け検知装置-ヴポートヒータ 
過熱防止装置.過電流防止装置‘燃焼巧送風機異常おお装置.機巧ヴーミスタ 

置台1恼-パ、シクチューブ 2.5 m • 本体園定金具2個.ホースバンド2個 
給耕気筒セット1組-ス U —ブ1個.遮熱板1個-ゴム製送油管締付パンド2個 


備考）.が風フアン運起時の消黄電力は定格消費電力に 4/4 W 加算されます。 

-標準適室は、社団法人-日本ガス石油おお工業会の算定基準にぶ D ます。 
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据え巧けや移設工事は販売店または、据え付け業者に巧頼し、お客様ご自身では巧わないで<ださい。 


据え付け場所の選定及び標準据え付け例 


据え巧けじついては、义災予防条例、電気設備に関する技術基準など法令の基準があります。工事説明書（工事編）の 
r 特にミ主意していただきたいこと（を全のために必ずお守0ください) J をお読みにな0、販売店文は据え付け業ちとよ 
<ご相談して<ださい。また、 r 標華据え付け例 J については、下図を参照して<ださい。 


標準据え付け例 


，參錐熟瓶剖2り巧けなし觸合は、みす法をぷ紛似上にしでく狡き L が: v :< 

續職長^^®鸣 


遮熱ホ反 


100抓な上 



欄 

無 

巧] 

'M 

i 賴 


、ぶ 



止!寸ま11帥 


参テレビやラジオか 51 ml ； U : 離して < ださい。 

•側方廣害物は、両側にあつでちよいび給排気茵と障客物、可燃物との距離は 45 cm が上とつてください。 

参前方に巧や建物がある場合は給排気筒巧端と前方障害物との距離は SOcmliU : 離し、かつ上ちおよび兩側方に気流を 
哩化する障害物がないよラにしてください。 

•給排気筒下面は地面から20柳1<ソ上離すよラじして<ださい。なお積雪地域では、給が気茵先端が雪でふさがるおそ 
れのない高さを確保して<ださい。 



給拼気筒を延長する場合のを意 


参給が気筒を延長する場合は、 3 m 3 化が OUTF で取がけられる場巧を選定して<ださい。 



積雪地医におけるま意 


参積雪の多い地ちでは、積雪時に給が気筒が雪でふさがれないよラな取付場所を選定してください。また、風がよどむ 
よラな場所では、がガスを再度吸い込んで不完全燃焼を起こすことがあ0ます。 


据え付け後の確認 


据え付けが鞭ね D ましたら、ち〇—度、工事説明書（工事編）の r 特にま意していただきたいこと（ま全のためにおずお巧 
りください) J をお読みになり、工事説明書に記載されでいるとお0据え付け弓れているかどラかを確認してください。 

















試運垢は販売店又はおえ巧け業をとごいっしよに化ずおこなって < ださい。 

■運乾準備 

♦ lA ミ主意1 «源プラグをコンセントに巧の巧元まで巧実にさしこんで < ださい。 
鲁油タンクに給油し、を油経路の空気なまをして<ださい。 

•を油経路やストーブよ〇油ちれがないか確認して<ださい。 

♦配管途中にバルブなどがある場をには、全閱にしてください。 

参巧を装置をセツトして<ださい。 

淀ミを面器リセットレバー(黒色）を左ち向に止まるまで巧してください。；！ 

参タイマー運乾になつていませんか。 


■据環液の給水方法 

1. 給 7 乂前にエアー巧きバルブが全開になっていることをお認 
してください。 

(工場出荷時には問いてお0ます。） 

必ず全開にして<ださい。 


2. ストーブ左側面の水位計で、シスターンタンクの規定水位 
(上限水位）まで循環巧くコロナ巧暖房用循環巧）を入れて 
<ださい。 


3. 操作がの巧暖切換スイッチを「ストーブ床暖房 J にセット 
して < ださい。 


4. 操作がのサポートヒータスイッチを[入 J にして<ださい。 
お瑪ポンプが運括を開始します。 


5. 器具の左背面にある往きと戻0西方の温がジョイントのコ 
ックを「蘭 J にして<ださい。 

•2 回路配管の場合は、項目5、6を1回なずつおこなつて 
<ださい。 


6、シスターンタンクのが位が下び0始めますので上跟水位ま 
で循環巧を給水して<ださい。 

(シスターツタシクのか位が下がらな < なるまで給 7 k を続け 
て < ださい。） 



巧卜-ブ•巧暖切鞠 
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7. シスターンタンクのか位が下が 5 な < なったら循環おの給かは 
終了です。 

エアーなまバルブを「巧 J にして<ださい。 

• 循環ポンプの運転音が静かにな D ます。 

8. 湿水配管路に、水ちれのないことを確認して<ださい。 

• 運転の途中で巧暖パネル等に水ちれがあった場合は、操作部 
のサポートヒータスイッチを r 切 J にして循環ポンプを停止 
させてください。 

9. 異常のないことを確誘した5完了ですので操作部のサポート 
ヒータスイッチを「切」にして循環ポンプを停止させて<ださい。 


エアー巧をバルブ 
閉のとさ 

r ®] 

開のとき：おび縦 




■運耗 

♦運おは、ストーブ床暖房運転でおこない、正常に運おすることを確かめて<ださい。 


•ブ床暖房ミ 



1. 運転スイツチを押して r 入」にして<ださい。 

♦ [5、注意 I ネリめてお使いになるとまは、耐熱塗料などび巧けて 
煙と莫いがでます。窓をあけて部屋の換気をして< ださい。 

参約3〜4分間の予備燃焼がおわると本燃焼に切0かわ D ます。 


2. 温か配管経路に、化ちれのないことを確認して<ださい。 


偽お嫌やで溜汝城城があろ挺輪 

苗！!画^^*^^^^^* 


3. 異常がなければ、义力調節つまみを r 微か J 〜 r 大 J に設をして 
<ださい。 

しば5<して床暖パネルが暖か<なることを確認して<ださい。 
•炎のげ態は、青いがの中にいく 5かの黄色い炎啸义）びまじ 
つてち異常ではあ0ません。 


广 

自動 

手動乂力調節 

つ 



微少ル中 大 



♦ 

• MINI * 111111 •mill* 


( 


QD : 





4. 2回路配管 （2 部屋配管）の場をは A 回路. B 回路のそれぞれ、温水をま□•温水戻0□が間違いなく配管されている 
ことを確認して<ださい。 


■消义の手順 


な' 卜节巧お^ 



♦運転スイツチを巧して r 切 J にして<ださい。 

r 消义します J の音黃と同時に、燃焼表ホが消なし、消义表示[消乂し 
ます」が点なします。 

燃焼室が冷却すると自動的に燃焼用送風機、巧流用送風機、お環ポン 
プが停止し、すべての表示が消巧します。 


♦正巧運をしない場をは、 27〜撕ぺ■^ジ 
mmmomm . utm * ずる锡含を r 


撤隐1異祭の房分と畑細を参擬レでくだ載、 

三鶴咖 








お客様ご相談窓口一覧表 


修理サービスや製品についてのごホ目談は機種名をご確認の上、 
お買いあげの敵売店または下記のご相談窓□にご依頼<ださい。 

ごお居やご贈答品などでお困 Q の場合は、下記のお近<の窓□にご相談< 
ださい。 

名称、所在地、電話番号は、変更する場合びあ0ますのでご了承< ださい。 


参ア フターサービスの お問いさわせは下記へどラぞ 

コ□ナサービスセンター D りなけ 

凹な 巧巧 Wffi ， PHS 巧かりは 

^01 20-91 9-302 »窗のヴービスセンター 
(梅理度付專巧ダイヤル）へ^おかけ < ださい。 

FAX 01 50-919-322 _ _ 

道-巧 jtift 区のお客様はおさのサービスセンターへ直ち 
おかけください。 


北海道地区 


東北地区 


関東地区 


信越- 
北陸地区 


東海地区 

ぶ嚴* 
四国地区 

中国地区 
九 W 地区 

沖縄地区 

01047002 


ホし 悅を巧札辟市白石区平杞通 16 T 目南 1-1 9 
ネし幌ヴービスセンター札晓巧白石区ボ里3ま 2 T 目 6- 25 
恶お営業巧画館巿西括提の21 -2 
祖川営業巧祀川市東祖川谭 1架 2 T 目 2-5 
巧に営業巧巧に市®12を南1下有 30-1 
訓路営業巧訓路币巧面町 4-1 7 
化見尝業巧化見ホ美巧町 9-1-30 


青 森 ま 巧 
青森ヴービスセンター 
が苗営業所 
が苗ヴービスセンター 
ノ、戸尝業帝 
化前當業巧 
化前ウービスたンター 
盛巧営業所 
围巧サービスセンター 
水 巧 営業巧 

仙 S ず 店 
仙台サービスセンター 
郡止営業所 
郡山サービスたンター 
会津サービスセンター 
山お尝業巧 
山形サービスセンター 
庄_巧~堂業_巧 

首辄强ち巧 
東京當業所 
着郵圏サービスたンタ- 
立 川 営業所 
千巧営業巧 
巧 '共尝業巧 
甲巧： P 業巧 
甲府サービスたン ター 

化関まま；巧 
さいたま営業所’ 
奇時尝叢巧 
离崎ヴービスセンター 
宇部宮営業が 
を節畳サービスセンター 
太西営業戸斤 
が戸^き業？斤 
つ < ば営業所 

巧 捕ま： 巧 
三をサービスセシター 
巧崩巧営業西 
長巧営業所 
化本尝業巧 

金 於 支店 
金おヴービスセンター 
富山兽業巧 
福井営業所 

ち古屋ま店 
をろ屋サービスセンター 
静耐営業所 
お i 西サービスセンター 
岐阜 営業所 
津當黄 巧 
巧津営業巧 

大 版。更 应 

大阪サービスセンター 
裔松営業巧 
をが営業巧 
巧戸営業西 
彦巧営業巧 
__福_妇_山営業所 

広 患 支店 
広島サービスでンター 


西 

山 

営 

業 

巧 

米 

ぞ 

営 

業 

巧 

徳 

山 

尝 

業 

m 


福 岡 支店 
福巧 サービスセンター 
北九州営業巧 
お I 足島営業所 
熊本営業所 
長暗営業所 


胃巧巧ちお1 ra 12-38 
青森市古館1了目 12-38 
が田でを中央4了目午 1 S 
お巧巧外柏川兰干が10目-1 
八戸市売市 4 T 目 4-7 
站前巿面お 1-2-1 
吐前市田園 1-2-1 
盛岡市門 2-1-42 
盛厨巧門 2-1-42 

巧州巿水巧区水沢工業面地 4 T 目79 

仙台市宮城野区曰ノおの1 -7-32 
イ山台市客城お区巳ノが町1 -7-31 
那山市き田 1-51-9 
耶山巧お巧『荒井ぞ拥子東 3 CM 
をき廷植刷田わ想义き竹之元 885-10 
ム形市東寄田 3-6-28 
山形市東靑宙 3-6-28 
巧西巧綺 KM -183-1 

東開时瞄皇居 8-4-8 
東をが化区豊暴8-4-8 
巧京報化区星幕 8-4 -扫 
立川市西砂の 1-66-1 3 
松戸市高塚巧西 95-5 
横浜击戸塚区原宿 4 T 呂 7-13 
山製県中居摩故昭巧の西条2491 -2 
山を!県中巨摩郡昭巧の■西第;2491 -2 

さいたま市； It 区客おの1 -674-2 
さいたま巿化这客原に1 -674-2 
高崎巿問屋に西 1-3-22 
奋晒市問屋に西 1-3-22 
ま郁宮市渠瀬の2313 
宇都宮市巧瀬町2313 
太田巧窝林東の2375 
水戸巧を原の 653-2 
つ < ば市谷田部67日 8-1 9 

三条市の測3-2,15 
或市曲溯化巧 
巧谓市ま区江南 1-6-41 
長お市大豆島5312 
松本市を《大义巧原7852 

金お市駅西巧のり-巧 
金巧巿お西巧の 1-1-2 日 
富山市田や町 2-3-15 
福井市巧旧東1 -607 _ 

をち屋市熱田蚕が西町1 6-1 1 
を古屋市熱出运な巧に1 6-11 
静闹市駿巧区奇松 2-15-30 
静闹巿駿巧区离松 2-1 日-3日 
岐旱巿六条南 2-7 -目 
津市裔親屋 3-29-38 
ち津市風 isg 8 日目-1_ 

欲田市南金巧1-も47 
巧旧市南を田 l - S - A ? 

奇松市今里町 1- 日-5 

京都市饮見运巧田段ノ j 11原町 70-1 

巧戸审西区枝ちを1|32 

畳根击正法寺の南出73 

巧®山ホ荒巧東に68 _ 

应萬巿安巧南区祗国 3-27-20 
ぶ島巿安佐南区補国 3-27-20 
岡山巿辰己 35-1 03 
ホ子市目义美の 235-1 
周南市洩山字ーノ井手5631 -4 

福岡巧巧を区東比惠 2-2-40 
福晒巧博を区東比患 2-2-40 
化： n 肿 I 市か含化区まち 2-6-4 
廣お島巧田上7-化-5 
能本市尾ノ上 1-11-12 


干003 -0028 
〒狐 3-08 巧 
テ041 -0824 
干078 -8261 
T 080-0022 
〒〇能 -0038 
干090 -0064 

干0300946 
〒日300946 
テ010 -091 7 

〒〇 10-0 另02 
〒の 1-0073 
テ 036-808 己 
干036-如86 
干020-舶23 
干02日‘0823 
干 023-0002 

干 983-0035 
干 983-0 日35 
〒日 63-8033 
于 963-01 11 
干舶 5-0843 
〒召 90-2423 
〒お 0-2423 
千998,01日3 

〒バ今0003 
干 114-0003 
于 114-0003 
f 190-0034 
于 270-2222 
〒 245-0063 
于40目-拍斌 
干 409-3866 

テ331 -081 2 
子331 -0 別2 
干 370-0007 
干 370-0007 
干321 >0933 
干321 -0933 
〒 373-0 做 
〒31 0-0852 
干30日-0861 

干9巧-08扫4 
于9が08日4 

于 950- 日855 

〒如 1-0022 
干 399-0033 

于 920-0027 
干 920-0027 
干 930- 日98日 
〒か 8-8237 

干45目，0004 
于 456- 0004 
〒がみ抓34 
于422'8034 
干500 *83 己8 
干51 4' 0819 
干410,0303 

干 564-0044 
干5640044 
干7600078 
〒日 12-841 4 
〒日51 -2133 
〒妃 2-0024 

〒が 0-00 日1 

干731 -01 3目 
干731-日138 
干7日0-朋76 
千 683-0035 
干 745- 0882 

干81 2-0007 
〒81 2-0007 
干 803-0828 
〒说 0-0034 
干 862-091 3 
干851 -21 06 


了巨 U 01 日があ一巧1が化表） 
下巨しわ154>24—4191(化表ミ 
TEL (0157)26-2103 at *) 

TEL の1 7)742— 8巧5(巧表） 
TEL (017)743 —2971け t 表） 
TEL (018)864-5671 (巧表） 
TEL (018)864—521 9(巧表） 
TEL (01 78ぶ4 一 5289(代表） 
TEL (01 。に 8-391 0(代表） 
TEUOl 72)26— 4770(代表） 
TEL (019)622-4791 (け表） 
TEUOl 9)604—0281 (代表） 
下 E しの1 97)22-41 日5(代表） 

下 EL の22に3己一3181(代表） 
TEL の 22)7 目 3— 17目1(化き） 
了 EL の 24)938— 2240(化表） 
TEL の 24)947— 4654(巧表） 
TEL <0242)26-3211 く巧表） 
T 扎の 23)642— 3255(巧表） 
TEL の 23)631 -7381 (化表） 
TEL (0234)31 -0571 (巧表） 


iiiii 類瓣『左麵圆講觀 I 


TEL く 03)3927-1 化1が表） 
TEL(03)3927-1 152ミ巧表ミ 
TEUO が39い一1131ミげ表ミ 
下 EL(042)531 -6771 (代表 
TEL(047 的12—8330(代表ミ 
TEL く045ミ 852-400 が代表） 
了 か目 8— 1旅7把表） 

TEL(055)268-1 568(代表ろ 

TEL の 48)651-1 722(代表） 
TEL(048j651 -1231 (itm 
TEL りが3色1 —480 かそ表^ 
TEL わ27 363-8 巧9如表ミ 
TE しミ 028)6 犯一5105ミ化表） 
TEL<028 632— 51 80 (itm 
TEL(0276)38-6571 (itm 
TEL り 29)241-2172 むで表^ 
下乱わ 29)839-5325 如表ミ 

TEL の 256)32— 2126(巧表） 
TEL(0256\32-21 29於表ミ 
巧しの25曲日一9131如表） 
下£1_(026お21-5111如動 
下 EL(0263 に 6— 0051か i 表） 

了 EL の 76)260— 0日67く代表） 
TE しみ 76^260— 0038(代表） 
了€。07が 444— 0567(代表） 
TEL の 776)23 —0567(代表） 

TEL(052)746-6600({t«) 
下 EL り52的 6— 6603(化ま） 
T 巨 U054)23 8 —0005( 代表） 
TEU054)238-001 6(巧表） 
TEL く058に目 8— 75妨(げ表ミ 
TEL ミ日日が 234— 8471りそ表 J 
161(055)968-621 OOtS) 

TEL く 06)638 日一2111(げ表） 
TEL かが 6386— 5670(巧表ミ 
TEL(087>835-1711(ftS) 
TEL(0 巧知 3—2002 ミ化表ミ 
TEL(078)922-2431 atS) 
TEL(0749)24— 6239か i 表ろ 
下 EL(0773) の一0827^ 巧表） 

TEL のの)871 —331 0が表） 
TEL(082)871 —3315が^表） 
TEL の能)243-。51(巧表） 
TE し (08 自 9)33— 8157(巧表） 
TEL わ834た 2— 5张7(け表） 

TE しの 92)474— 5771(代表） 
TEL(092H74— 6001(代表） 
TEL(093)592-861 1(け麦） 
了巨 L ミ099り扫1-"21 litm 
下 EL ミ 096)367— 7361 (itm 
了 EL ミ095お能一7710(化表） 
T E しり98が9一 1如0ミげ表ミ 
TEL 細7艇3—5161 (itm 


FAX (011 )863-31 54 
FAX (011 )871-2000 
FAX 0138)48— 6080 
FAXtol 66)37-2338 
FAX の 1 己か 5-7510 
FAX (0154)24™ 0451 
FAX (0157)26-2107 

FAX の 17)742-827 日 
FAX の 17)743— 111弓 
FAX (018)864-8468 
FAX (018)864—5760 
FAX (0178)45—4290 
FAXCOl 72)28-0191 
FAX (0172)29-1133 
FAX (019)622-5244 
FAX (019)604-0283 
FAX (0197)22—4452 

FAX の 22 に 36—8810 
FAX のの) 783—1792 
FAX の 24) 日 38—3021 
FAX の 24)946-7651 
FAX の 242)26-3216 
FAX (023)642—3254 
FAX の 23)631 -7391 
FAX (0234)31 -0581 

FA 父 (03)3927 —バ 60 
FAX (03)3927-1160 
FAX (03)3927-1130 
FAX (043531-0496 
FAX (047)31 2-8338 
PAX 知 5 如 2 —妨 40 
FAX (055)268-1569 
FAX の 5 妃郎一1571 

FAX り 48)651 -6370 
FAX (048)651-6370 
FAX わ 27 361-9139 
FAX く 027)364-322 日 
FAX ミ 028)632-5205 
FAX ミ 028) が 0—4607 
FAX (0276 i 38-5508 
FAX の 29) さ41〜が68 
FAX わ29沾 36— 1913 

FAX (0256)35-8519 
FAX の2说妃 一21 巧 
FAX (025)286-3313 
FAX (026)221— 0039 
FAX の26お 25-9961 

く代表） FAX (076)260-0775 
(代表） FAX の76店 60— 073另 
(代表） FAX の7日) 444-061 1 
^ 代表） FAX れ77か23—0580 

FAX がほ 2) 朗 4-6 日が 
FAX (052)884-6554 
FAX ミ054に3日一0006 
FAX ミ 054)23 卜0822 
FAX の58に 68— 7550 
FAX (059)234-8472 
FAX の 55)96 日一目212 

FAX (06)6386— 7262 
FAX (06)6386-5588 
FAX (087)835— 0160 
FAX (075)643-0870 
FAX (078)922-2438 
FAX (0749)26-2116 
FAX (0773)23-7592 


FAX (082)8 
FAXf 082)8 
FAX 086)2 
FAX り 85 卽 
FAX わ 83 み 


871-3306 
871-0272 
243-7191 
り 23-0709 
1)22-6589 


FAX (092)474-6775 
FAX り 92)474— 6414 
FAX ミ 093 巧 92-8666 
FAX り 99)281-1252 
FAX り 96)369— 6323 
FAX た目日) 882— 7767 
FAX (日9朋。5—0685 
FAX {097) S 23-5162 


沖縄営業所 


宜 巧巧 市 宇地ミ白73日 
シーサイド.パーク1日2 


〒901 -2227 TEL (098)897— 5677(巧表） FAX (098)897— 5679 


末な.工場=を巿東巧が 7-7 干 955-8510 TEL の 256)32— 2111(大巧を） 

巧崎工場柏崎巿宝 §72-58 〒945-0817 TEL (日257に3—5175(巧表） 

長岡工場長岡市下をが倉ノ浦1069干 940-1 146 TEU 日巧の22—2121(化表） 


が式舍な 


205WA0671- 012 3 0) 





